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種類 素材 使用用途 利点 欠点

エプロン ビニール

・少量体液や
汚染が予測
されるとき
・短時間処置時
・食事介助時
・環境整備時

・着脱が容易
・ガウンに比べ安価
・軽量
・頻繁に交換が可能

・防護範囲狭い
・袖、体側の保護が
不可

・耐久性が低い
・大量曝露に不向き

種類 素材 使用用途 利点 欠点

ガウン
・不織布※1

・ビニール

・血液、体液の
飛散や大量
曝露が予測
される時

・全身を覆うため
防護範囲が広い
・耐液性に優れ
てる

・エプロンに比べ
高価
・着脱に時間が
かかる
・暑い、蒸れる
・動きにくい

〈使用する時の注意点〉

・エプロンとガウンは、状況に応じ選択する

・脱ぐ時が一番汚染を広げるため、注意して脱ぐ

・腰紐は、後ろで結ぶ

（前面に腰紐を結んでいると、脱ぐときに汚染された腰紐を触ってしまうため）

・着たままにしないで、処置などが終わったらすぐに脱ぐ

感染対策情報

※1 :湿性生体物質を完全に防ぐには素材は撥水効果のあるものを推奨
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